
第一線で活躍するエンジニアの基礎を作る
新入社員向け技術者研修説明会のご案内

企業力強化のための人材育成を最小限の経費負担で実現！

2014年ＩＴ技術者向け新人研修内容の他、助成金申請方法、受給時期などの説明を行います。

【代表者・教育ご担当責任者等、決定権のある方の出席をお願いします】

エンジニアとしての成長を考えた体系的なカリキュラムでの研修です

株式会社エンベックスでは、IT技術者育成のための体系的な新入社員研修を日本全国で提供しており、

2013年度は24都道府県、230社、1,500名を超える新入社員に研修を提供させて頂きました。

IT技術者に必要な基礎知識から高度なプログラミングまで、実践的なプロジェクト演習を通じて修得します。

この研修で貴社の将来を担うエンジニアを育成することができます。

厚生労働省の認可を受けた技術者育成のカリキュラムにより、短期間で知識・スキルの修得が可能です。

資本金5,000万円以下、または従業員100名以下の企業様では「キャリア形成促進助成金」を活用する

ことで、研修費用の大幅な軽減を図ることも可能です。助成金申請に数多くの実績があるエンベックスが申

請手続きや必要書類の作成をサポートさせていただきます。

2014年度の新入社員研修は、ぜひ実績のあるエンベックスの研修をご活用ください！

【開催日時】

①10月16日（水） 13：30 ～ 15：00

②10月24日（木） 15：30 ～ 17：00

【開催場所】

栃木県塩谷郡高根沢町宝積寺情報の森とちぎ

●JR宝積寺駅よりタクシー7分

【内 容】

・新入社員研修カリキュラムの説明
・本年7月に変更された助成金の内容
・エンベックスからの助成金申請サポート
・助成金活用に関する弊社の実績と事例
・Ｑ＆Ａ 等

【参加費用】

無 料

【主 催】

【お申込み方法】 ※いずれかの方法でお申し込みください

①ホームページ（http://www.e-embex.com/theme506.html）にてご希望日時をご選択の上、お申込みください。

(パートナー様からのご紹介の場合、お申込みWebフォームの備考欄にパートナー企業名をご記入ください。）

②説明会申込書に、貴社名・お名前をご記入の上、FAXまたはメールにてお申し込みください。

【お問合せ先】 株式会社エンベックス TEL：03-5577-6988 FAX：03-5283-5370
E-mail：cs@e-embex.com

「キャリア形成促進助成金」を活用することで研修費用の軽減が可能です

《会場のご案内》



FAX:03-5283-5370
お客様サービス室行

お客様説明会参加申込書

貴社名

フリガナ

部署名 役職 お名前

フリガナ

お電話
番 号

メ ー ル
アドレス

会 場 日 時
１０月１６日（水） 13：30 ～ 15：00

１０月２４日（木） 15：30 ～ 17：00

●貴社の主な事業はどの分野でしょうか？ ※複数チェック可

□オープン系システム開発（JAVA、.NET、WEB、インターネット環境での開発）

□基幹系システム開発（金融、証券、財務、人事など基幹システムの開発）

□組込み・制御系システム開発 □ハードウェア設計・開発 □サーバー運用管理業務

□システム・製品テスト業務 □ ERP業務（コンサル・開発など） □営業支援業務

□その他（ ）

●２０１４年度 技術系新入社員は何人採用されますか？ ●今後追加で採用を計画されている人数

名
※既に確定された新入社員の

採用人数を記載ください。 名

■追加決定時期はいつですか？

□１月中旬 □ １月下旬 □ ２月上旬 □ その他（ ）

■ ２０１４年度の新入社員研修の計画はいかがでしょうか？

□既に計画済・業者確定済 □既に計画済・業者未確定 □現在計画中 □まだ計画に着手していない

■当説明会に期待する内容に関して教えてください ※複数チェック可

□助成金を活用した新入社員研修に興味がある □研修内容（カリキュラム）に興味がある

□現在既に具体的に活用を考えている □その他（ ）

■お申込みのきっかけを教えてください

□弊社パートナー企業からのご紹介（パートナー企業名 ）

□エンベックスからのご案内 □検索サイト(Yahoo) 

□検索サイト(Google) □検索サイト(その他) □その他（ ）

ご記入ありがとうございました。

年 月 日

※恐れ入りますが、当日は名刺を１枚ご用意ください。
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